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『KIZUNA Day』活動例とお願い 

ねらい ・日々のスカウティングを見つめ直し、「そなえよつねに」を今一度意識して、人に役

立てるようになる。 

・東日本大震災を自分も忘れないで、周りの人々にも忘れないでもらう。 

活動例 

 

 

 

 つねにそなえよう 

災害時に何ができるかを考え、スカウティングをスキルアップしよう 

（ロープワーク・救急法・野外料理など） 

集会時に災害があった場合の避難訓練を実施しよう 

 東日本大震災のことを知ろう 

ボランティアに行った人の話を聴こう  

被災した県のガールスカウトの話を聴こう 

地震と津波の被害について調べよう 

岩手・宮城・福島など被災した県がどこにあるかを地図で調べよう 

 自然災害について知ろう 

自然災害にはどんな種類があるのか調べよう 

 復興の状況を知ろう 

被災地で、今必要な支援は何かを考えてみよう 

 災害が起きたらどうするか考えてみよう 

自然災害から身を守るために何が必要か考えてみよう 

避難所はどこか確認しよう（学校・自宅・周辺の町など） 

家族でもしものときにどうするか「もしもの時ルール」を作ろう 

 支援しよう 

募金活動をしよう 

被災地のものを買おう 

 自分ができる行動を起こしてみよう 

現地に行かずにできる支援活動などを調べ、自分たちができる活動をしてみよう 

 地域・社会に発信しよう 

震災に関するイベントに参加しよう 

 

 

 

 

 

ぜひ、 

共有を！ 

 

活動日・何人で・何をしたか・写真を添えてメールをお寄せください。赤いものを身に

つけて活動していることが分かる写真をお寄せいただけますと幸いです。 

→活動人数を集計するとともに、Facebook「KIZUNA Line」などに活動情報を掲載さ

せていただきます。 

宛先：minnanochikara@girlscout.or.jp 東日本大震災支援プロジェクト担当宛 

情報受付期間：2015年 4月 11日（土）まで 

以上 

ここに挙げた内容は、例であり、このまま全てを実施するものではありません。 

団で取り組みやすい活動をおこなってください。 

 

something RED（サムシングレッド）で活動しよう！ 

東日本大震災支援プロジェクトロゴマークに使われている赤をシンボルカラ

ーとし、全国のガールスカウトが同じ気持ちで活動を進めていけるように、 

KIZUNA Dayの活動時には、赤いものを身につけましょう。 


